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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも、水と、金属フタロシアニン系シアン染料と、下記の一般式（２）で表され
るスルホ基を有する芳香族化合物及び／又はその塩とを含んでなることを特徴とするイン
ク組成物。
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【化１】

【請求項２】
　前記金属フタロシアニン系シアン染料が、下記の式（３）で表される銅フタロシアニン
系染料である、請求項１に記載のインク組成物。
【化２】

【請求項３】
　前記銅フタロシアニン系染料が、Ｃ．Ｉ．ダイレクトブルー８６、８７、及び／又は１
９９である、請求項２に記載のインク組成物。
【請求項４】
　前記金属フタロシアニン系シアン染料は、可視域（４００～８００ｎｍ）における吸収
スペクトルが波長５９０～６５０ｎｍに最大吸収ピークを有する染料である、請求項１～
３の何れかに記載のインク組成物。
【請求項５】
　前記金属フタロシアニン系シアン染料は、可視域（４００～８００ｎｍ）における吸収
スペクトルが波長５９０～６１５ｎｍに最大吸収ピークを有する染料である、請求項１～
４の何れかに記載のインク組成物。
【請求項６】
　前記金属フタロシアニン系シアン染料は、可視域（４００～８００ｎｍ）における吸収
スペクトルが波長５９０～６０５ｎｍに最大吸収ピークを有する染料である、請求項１～
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５の何れかに記載のインク組成物。
【請求項７】
　前記スルホ基を有する芳香族化合物及び／又はその塩が、スルホ基を２つ以上有する、
請求項１～６の何れかに記載のインク組成物。
【請求項８】
　前記スルホ基を有する芳香族化合物及び／又はその塩が、ナフタレン－１，５－ジスル
ホン酸、ナフタレン－１，６－ジスルホン酸、ナフタレン－２，６－ジスルホン酸、ナフ
タレン－２，７－ジスルホン酸、ナフタレン－１，３，６－トリスルホン酸、及びそれら
の塩からなる群より選択される少なくとも１種である、請求項７記載のインク組成物。
【請求項９】
　前記前記スルホ基を有する芳香族化合物の塩が、アルカリ金属塩である、請求項１～８
の何れかに記載のインク組成物。
【請求項１０】
　前記スルホ基を有する芳香族化合物及び／又はその塩を、インク組成物全量に対して０
．１～１０重量％含んでなる、請求項１～９の何れかに記載のインク組成物。
【請求項１１】
　前記金属フタロシアニン系シアン染料と、前記スルホ基を有する芳香族化合物及び／又
はその塩との含有比率が、１：０．１～１：１０の範囲内にある、請求項１～１０の何れ
かに記載のインク組成物。
【請求項１２】
　更に、ノニオン系界面活性剤を含んでなる、請求項１～１１の何れかに記載のインク組
成物。
【請求項１３】
　前記ノニオン系界面活性剤が、アセチレングリコール系界面活性剤である、請求項１２
記載のインク組成物。
【請求項１４】
　前記ノニオン系界面活性剤をインク組成物全量に対して０．１～５重量％含んでなる、
請求項１２又は１３に記載のインク組成物。
【請求項１５】
　更に、浸透促進剤を含んでなる、請求項１～１４の何れかに記載のインク組成物。
【請求項１６】
　前記浸透促進剤が、グリコールエーテル類である、請求項１５に記載のインク組成物。
【請求項１７】
　２０℃におけるインク組成物のｐＨが、８．０～１０．５である、請求項１～１６の何
れかに記載のインク組成物。
【請求項１８】
　インクジェット記録方法において用いられる、請求項１～１７の何れかに記載のインク
組成物。
【請求項１９】
　前記インクジェット記録方法が、電歪素子の機械的変形によりインク滴を形成するイン
クジェットヘッドを用いた記録方法である、請求項１８に記載のインク組成物。
【請求項２０】
　請求項１～１９の何れかに記載のインク組成物を少なくとも備えることを特徴とするイ
ンクカートリッジ。
【請求項２１】
　インク組成物の液滴を吐出し、該液滴を記録媒体に付着させて記録を行うインクジェッ
ト記録方法であって、インク組成物として請求項１～１９の何れかに記載のインク組成物
を使用することを特徴とするインクジェット記録方法。
【請求項２２】
　請求項１～１９の何れかに記載のインク組成物を用いて記録されたことを特徴とする記
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、作成される画像の室内保存性（ガス耐性）を向上させることのできるインク
組成物、詳細には、画像の変退色を効果的に防止することのできる金属フタロシアニン系
シアン染料含有インク組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、優れたシアン色等の画像を発色させるためのインク組成物として、金属フタ
ロシアニン系シアン染料を用いたインク組成物が広く利用されている。また、昨今、この
ような画像を発色させるインク組成物を、他の色を発色させるための一又は二以上のイン
ク組成物とともに用いて画像を形成し、得られた複数色からなる画像（カラー画像）を室
内等において掲示することが普及している。
【０００３】
　しかし、この金属フタロシアニン系シアン染料を用いたインク組成物では、金属フタロ
シアニン系シアン染料が空気中に存在するオゾン、窒素酸化物や硫黄酸化物のような酸化
性ガスに対する耐性、特に耐オゾン性に劣ることから、他色のインク組成物とともに複数
色の画像を形成し、該画像を室内に掲示すると、該シアン染料から形成される画像が早期
に変退色を起こすという問題があった。
【０００４】
　このような金属フタロシアニンの変退色を防止するために、種々のインク組成物が開発
されている。例えば、ＷＯ９９／５０３６３号公報には、銅フタロシアニン系シアン染料
と、イミダゾール誘導体と、酸化防止剤、糖、４位に水酸基又はアミノ基を有するナフタ
レン－１－スルホン酸の何れかを含んでなるシアンインク組成物が、耐光性を向上させる
手段として開示されている（特許文献１）。しかし、このインク組成物では、オゾンガス
の耐性については評価されておらず、また、使用成分の分子内に水酸基、アミノ基があり
、これに起因して、窒素酸化物（ＮＯxガス）により画像が緑変又は黒変現象を起こすと
いう問題がある。
【特許文献１】ＷＯ９９／５０３６３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従って、本発明の目的は、金属フタロシアニン系シアン染料を用いたインク組成物によ
り作成される画像の室内保存性（ガス耐性）を向上させることのできるインク組成物を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者等は、鋭意研究した結果、金属フタロシアニン系シアン染料とともに、特定成
分を含有させたインク組成物が、前記目的を達成し得ることの知見を得た。
【０００７】
　本発明は、前記知見に基づきなされたもので、「１」少なくとも、水と、金属フタロシ
アニン系シアン染料と、下記の一般式（１）及び／又は（２）で表されるスルホ基を有す
る芳香族化合物及び／又はその塩とを含んでなることを特徴とするインク組成物を提供す
るものである。
【０００８】
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【０００９】
【化５】

　また、本発明は、「２」前記金属フタロシアニン系シアン染料が、下記の式（３）で表
される銅フタロシアニン系染料である「１」に記載のインク組成物。：

                                                                                
【００１０】
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【化６】

「３」前記銅フタロシアニン系染料が、Ｃ．Ｉ．ダイレクトブルー８６、８７、及び／又
は１９９である「２」に記載のインク組成物。：「４」前記金属フタロシアニン系シアン
染料は、可視域（４００～８００ｎｍ）における吸収スペクトルが波長５９０～６５０ｎ
ｍに最大吸収ピークを有する染料である「１」～「３」の何れかに記載のインク組成物。
：「５」前記金属フタロシアニン系シアン染料は、可視域（４００～８００ｎｍ）におけ
る吸収スペクトルが波長５９０～６１５ｎｍに最大吸収ピークを有する染料である「１」
～「４」の何れかに記載のインク組成物。：「６」前記金属フタロシアニン系シアン染料
は、可視域（４００～８００ｎｍ）における吸収スペクトルが波長５９０～６０５ｎｍに
最大吸収ピークを有する染料である「１」～「５」の何れかに記載のインク組成物。：「
７」前記スルホ基を有する芳香族化合物及び／又はその塩が、スルホ基を２つ以上有する
「１」～「６」の何れかに記載のインク組成物。：「８」前記スルホ基を有する芳香族化
合物及び／又はその塩が、１，３－ベンゼンジスルホン酸、ナフタレン－１，５－ジスル
ホン酸、ナフタレン－１，６－ジスルホン酸、ナフタレン－２，６－ジスルホン酸、ナフ
タレン－２，７－ジスルホン酸、ナフタレン－１，３，６－トリスルホン酸、及びそれら
の塩からなる群より選択される少なくとも１種である「７」記載のインク組成物。：「９
」前記前記スルホ基を有する芳香族化合物の塩が、アルカリ金属塩である、請求項１～８
の何れかに記載のインク組成物。：「１０」前記スルホ基を有する芳香族化合物及び／又
はその塩を、インク組成物全量に対して０．１～１０重量％含んでなる「１」～「９」の
何れかに記載のインク組成物。：「１１」前記金属フタロシアニン系シアン染料と、前記
スルホ基を有する芳香族化合物及び／又はその塩との含有比率が、１：０．１～１：１０
の範囲内にある「１」～「１０」の何れかに記載のインク組成物。：「１２」更に、ノニ
オン系界面活性剤を含んでなる「１」～「１１」の何れかに記載のインク組成物。：「１
３」前記ノニオン系界面活性剤が、アセチレングリコール系界面活性剤である「１２」記
載のインク組成物。：「１４」前記ノニオン系界面活性剤をインク組成物全量に対して０
．１～５重量％含んでなる「１２」又は「１３」に記載のインク組成物。：「１５」更に
、浸透促進剤を含んでなる「１」～「１４」の何れかに記載のインク組成物。：「１６」
前記浸透促進剤が、グリコールエーテル類である「１５」に記載のインク組成物。：「１
７」２０℃におけるインク組成物のｐＨが、８．０～１０．５である「１」～「１６」の
何れかに記載のインク組成物。：「１８」インクジェット記録方法において用いられる「
１」～「１７」の何れかに記載のインク組成物。：「１９」前記インクジェット記録方法
が、電歪素子の機械的変形によりインク滴を形成するインクジェットヘッドを用いた記録
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方法である「１８」に記載のインク組成物。：「２０」「１」～「１９」の何れかに記載
のインク組成物を少なくとも備えることを特徴とするインクカートリッジ。：「２１」イ
ンク組成物の液滴を吐出し、該液滴を記録媒体に付着させて記録を行うインクジェット記
録方法であって、インク組成物として「１」～「１９」の何れかに記載のインク組成物を
使用することを特徴とするインクジェット記録方法。：「２２」「１」～「１９」の何れ
かに記載のインク組成物を用いて記録されたことを特徴とする記録物。：をそれぞれ提供
するものである。
【００１１】
　以下、本発明のインク組成物について、その好ましい実施形態に基づき詳細に説明する
。
【００１２】
　本発明のインク組成物は、既述の通り、少なくとも、水と、金属フタロシアニン系シア
ン染料と、前記の一般式（１）及び／又は（２）で表されるスルホ基を有する芳香族化合
物及び／又はその塩とを含んでなることを特徴とする。
【００１３】
　本発明のインク組成物は、かかる構成からなるものであるため、シアン画像の早期の退
色を効果的に防止することができ、延いてはこれにより作成される画像の室内保存性（ガ
ス耐性）を向上させることができる。
【００１４】
　本発明のインク組成物は、水又は、水と水溶性有機溶剤からなる水性媒体中に、少なく
とも、金属フタロシアニン系シアン染料と、前記の一般式（１）及び／又は（２）で表さ
れるスルホ基を有する芳香族化合物及び／又はその塩を含有し、必要に応じ、保湿剤、粘
度調整剤、ｐＨ調整剤やその他の添加剤を含んでなることができる。
【００１５】
　本発明のインク組成物で使用されるシアン染料は、金属フタロシアニン系シアン染料で
ある限り特に限定されるものではないが、特に銅フタロシアニン系染料において、より改
善効果が得られるものである。
【００１６】
　銅フタロシアニン系染料としては、例えば、前記の式（３）で表わされる染料が挙げら
れる。
【００１７】
　具体的には、格段の改善効果が得られる点で、Ｃ．Ｉ．ダイレクトブルー８６，８７，
１９９等が挙げられる。
【００１８】
　これらの染料は、単独であるいは併用して用いることも可能であり、更に上記に示した
以外の染料と併用して用いることもできる。
【００１９】
　また、金属フタロシアニン系シアン染料として、可視域（４００～８００ｎｍ）におけ
る吸収スペクトルが波長５９０～６５０ｎｍ、特に５９０～６１５ｎｍ、とりわけ５９０
～６０５ｎｍに最大吸収ピークを有する染料を使用することが耐オゾン性能力向上の点で
好ましい。
【００２０】
　金属フタロシアニン系シアン染料の含有量は、染料の種類、溶媒成分の種類等により適
宜決定されるが、インク組成物全重量に対し、好ましくは０．１～１０重量％、更に好ま
しくは０．５～５重量％の範囲である。０．１重量％以上とすることで、記録媒体上での
発色性又は画像濃度を確保でき、１０重量％以下とすることで、インク組成物の粘度調整
が容易となり吐出信頼性や目詰まり性等の特性が容易に確保できる。
【００２１】
　本発明のインク組成物においては、上記の金属フタロシアニン系シアン染料を含有した
インク組成物を用いてベタ印刷した場合に見られる変退色（金属フタロシアニン系シアン
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染料が耐ガス性、特に耐オゾン性に劣ることに起因すると考えられる現象）を弱める、も
しくは無くするために、前記一般式（１）及び／又は（２）で表されるスルホ基を有する
芳香族化合物及び／又はその塩を少なくとも１種含有する。
【００２２】
　本発明は、かかる一般式（１）及び／又は（２）で表されるスルホ基を有する芳香族化
合物及び／又はその塩を、金属フタロシアニン系シアン染料と組み合わせて使用すること
により、ＮＯｘガスに由来する緑変・黒変現象を起こすことなく、オゾンガスに由来する
画像の変退色を抑止し、画像の耐退色性を飛躍的に向上させたものである。
【００２３】
　また、本発明においては、水と前記金属フタロシアニン系シアン染料と前記スルホ基を
有する芳香族化合物又はその塩を少なくとも１種含有するインク組成物であれば、シアン
インク組成物は勿論のこと、例えば、ブラックインク組成物等のシアンとは異なる色のイ
ンク組成物であっても、ベタ印刷した場合に見られる変退色を効果的に防止することがで
きる。これら各種のインク組成物を作製するためには、従来公知の他の染料と併用するこ
とができる。
【００２４】
　一般式（１）及び／又は（２）で表されるスルホ基を有する芳香族化合物及び／又はそ
の塩としては、分子構造中にスルホ基を少なくとも１つ有する芳香族化合物又はその塩で
あればいかなるものでも良いが、スルホ基を２つ以上有するもの、特に、１，３－ベンゼ
ンジスルホン酸、ナフタレン－１，５－ジスルホン酸、ナフタレン－１，６－ジスルホン
酸、ナフタレン－２，６－ジスルホン酸、ナフタレン－２，７－ジスルホン酸、ナフタレ
ン－１，３，６－トリスルホン酸、及びそれらの塩からなる群より選択される少なくとも
１種が、得られる画像の耐オゾン性の改善の点で好ましい。
【００２５】
　前記スルホ基を有する芳香族化合物の塩は、塩の形で添加され、インク組成物中に含有
されることも可能であり、また、該スルホ基を有する芳香族化合物と塩基とが別々に添加
され、インク組成物中に含有されることも可能である。このような塩としては、その構成
する対イオンに特に限定されず、例えば、金属塩やアンモニウム塩等が挙げられるが、特
にアルカリ金属塩が好ましく、具体的には、ナトリウム塩、リチウム塩、カリウム塩等が
挙げられる。
【００２６】
　前記スルホ基を有する芳香族化合物及び／又はその塩の含有量は、該スルホ基を有する
芳香族化合物及び／又はその塩の種類、染料の種類、溶媒成分の種類等により適宜決定さ
れるが、インク組成物全重量に対し、好ましくは０．１～１０重量％、更に好ましくは０
．５～１０重量％の範囲である。
【００２７】
　本発明のインク組成物においては、前記金属フタロシアニン系シアン染料と、前記スル
ホ基を有する芳香族化合物及び／又はその塩との含有比率は、効果的に耐ガス性を向上し
且つインクの信頼性を確保する点で、１：０．１～１：１０、特に、１：０．２～１：５
の範囲内にあることが好ましい。
【００２８】
　所定の染料およびスルホ基を有する芳香族化合物及び／又はその塩の量を安定して溶解
させるためには、インク組成物のｐＨ（２０℃）は８．０以上であることが好ましい。ま
た、インク組成物が接する各種部材との耐材料性を考慮すると、インク組成物のｐＨは１
０．５以下であることが好ましい。これらの事項をよりよく両立させるためには、インク
組成物のｐＨを８．０～１０．５、特に８. ５～１０．０に調整することがより好ましい
。
【００２９】
　本発明のインク組成物は、さらに蒸気圧が純水よりも小さい水溶性有機溶剤及び／又は
糖類から選ばれる保湿剤を含むことができる。
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【００３０】
　保湿剤を含むことにより、インクジェット記録方式において、水分の蒸発を抑制してイ
ンクを保湿することができる。また、水溶性有機溶剤であれば、吐出安定性を向上させた
り、インク特性を変化させることなく粘度を容易に変更することができる。
【００３１】
　水溶性有機溶剤は、溶質を溶解する能力を持つ媒体を指しており、有機性で蒸気圧が水
より小さい水溶性の溶媒から選ばれる。具体的には、エチレングリコール、プロピレング
リコール、ブタンジオール、ペンタンジオール、２－ブテン－１，４－ジオール、２－メ
チル－２，４－ペンタンジオール、グリセリン、１，２，６－ヘキサントリオール、ジエ
チレングリコール、トリエチレングリコール、ジプロピレングリコール等の多価アルコー
ル類、アセトニルアセトン等のケトン類、γ－ブチロラクトン、リン酸トリエチル等のエ
ステル類、フルフリルアルコール、テトラヒドロフルフリルアルコール、チオジグリコー
ル等が望ましい。
【００３２】
　また、糖類としては、マルチトール、ソルビトール、グルコノラクトン、マルトース等
が好ましい。
【００３３】
　保湿剤は、インク組成物全量に対して、好ましくは５～５０重量％、より好ましくは５
～３０重量％、さらに好ましくは５～２０重量％の範囲で添加される。５重量％以上であ
れば、保湿性が得られ、また、５０重量％以下であれば、インクジェット記録に用いられ
る粘度に調整しやすい。
【００３４】
　また、本発明のインク組成物には、溶剤として含窒素系有機溶剤を含んでなることが好
ましい。含窒素系有機溶剤としては、１，３－ジメチル－２－イミダゾリジノン，２－ピ
ロリドン，Ｎ－メチル－２－ピロリドン，ε－カプロラクタム等が挙げられ、中でも、２
－ピロリドンが好適に用いられることができる。それらは、単独または２種以上併用して
用いられることもできる。
【００３５】
　その含有量は、０．５～１０重量％が好ましく、さらに好ましくは１～５重量％である
。その含有量を、０．５重量％以上とすることで、添加することによる本発明の色材の溶
解性向上を図ることができ、１０重量％以下とすることで、インク組成物が接する各種部
材との耐材料性を悪化させることがない。
【００３６】
　また、本発明のインク組成物には、インクの速やかな定着(浸透性) を得ると同時に、
１ドットの真円度を保つのに効果的な添加剤として、ノニオン系界面活性剤を含むことが
好ましい。
【００３７】
　本発明に用いることのできるノニオン系界面活性剤としては、例えば、アセチレングリ
コール系界面活性剤が挙げられる。アセチレングリコール系界面活性剤として、具体的に
は、サーフィノール４６５、サーフィノール１０４（以上、Air Products and Chemicals
 Inc. 製）、オルフィンＥ１０１０、オルフィンＰＤ００１、オルフィンＳＴＧ( 以上、
日信化学工業(株)製、商品名) 等が挙げられる。その添加量は好ましくは０. １～５重量
％、更に好ましくは０. ５～２重量％である。添加量を０. １重量％以上とすることで、
十分な浸透性を得ることができ、また、５重量％以下とすることで、画像のにじみの発生
を防止し易い。
【００３８】
　本発明のインク組成物は、さらに、浸透性を向上できる点で、浸透促進剤を含んでなる
ことが好ましい。該浸透促進剤として、グリコールエーテル類を添加することにより、よ
り浸透性が増すとともに、カラー印刷を行った場合の隣合うカラーインクとの境界のブリ
ードが減少し、非常に鮮明な画像を得ることができる。
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【００３９】
　グリコールエーテル類としては、エチレングリコールモノブチルエーテル、ジエチレン
グリコールモノブチルエーテル、トリエチレングリコールモノエチルエーテル、プロピレ
ングリコールモノメチルエーテル、ジプロピレングリコールモノエチルエーテル、プロピ
レングリコールモノブチルエーテル、ジプロピレングリコールモノブチルエーテル、トリ
エチレングリコールモノブチルエーテル等が挙げられる。その添加量は３～３０重量％、
好ましくは５～１５重量％である。添加量が３重量％未満であると、ブリード防止の効果
が得られないおそれがある。また、３０重量％を越えると画像ににじみが発生するばかり
か、油状分離が起きるためにこれらのグリコールエーテル類の溶解助剤が必要となり、そ
れに伴ってインクの粘度が上昇し、インクジェットヘッドでは吐出が難しくなる。
【００４０】
　さらに、本発明のインク組成物には、必要に応じて、トリエタノールアミンやアルカリ
金属の水酸化物等のｐＨ調整剤、尿素およびその誘導体等のヒドロトロピー剤、アルギン
酸ナトリウム等の水溶性ポリマー、水溶性樹脂、フッ素系界面活性剤、防カビ剤、防錆剤
、防腐剤等が添加されてもよい。
【００４１】
　本発明のインク組成物の調製方法としては、たとえば、各成分を十分混合溶解し、孔径
０. ８μm のメンブランフィルターで加圧濾過したのち、真空ポンプを用いて脱気処理し
て調製する方法などがある。
【００４２】
　本発明はまた、前述したインク組成物を少なくとも備えるインクカートリッジを提供す
ることができる。本発明のインクカートリッジによれば、形成画像の室内保存性（ガス耐
性）を向上させることができ、画像の早期の変退色を効果的に防止することができるイン
クの運搬等、取り扱いの容易化を可能とする。
【００４３】
　次に、上述のインク組成物を用いた本発明の記録方法について説明する。本発明の記録
方法はインク組成物を微細孔から液滴として吐出させ、該液滴を記録媒体に付着させて記
録を行うインクジェット記録方式がとりわけ好適に使用できるが、一般の筆記具用、記録
計、ペンプロッター等の用途にも使用できることは言うまでもない。
【００４４】
　インクジェット記録方式としては、従来公知の方式はいずれも使用でき、特に圧電素子
の振動を利用して液滴を吐出させる方法（電歪素子の機械的変形によりインク滴を形成す
るインクジェットヘッドを用いた記録方法）や熱エネルギーを利用する方法においては優
れた画像記録を行うことが可能である。
【００４５】
　また、本発明の記録物は、上述のインク組成物を用いて記録されたもので、画像の室内
保存性（ガス耐性）に優れたものであり、早期の変退色を生じることがない。
【発明の効果】
【００４６】
　本発明のインク組成物は、得られる画像の室内保存性（ガス耐性）を向上させることが
でき、画像の早期の変退色を効果的に防止することができるという優れた効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４７】
　以下に、本発明の実施例及び比較例を挙げて、本発明をより具体的に説明するが、本発
明は、斯かる実施例により何等制限されるものではない。
（発明の望ましい第１の態様）
［実施例１～８及び比較例１～６］
　実施例１～８及び比較例１～６のインク組成物を、表１に示す配合割合で各成分を混合
して溶解させ、孔径１μｍのメンブランフィルターにて加圧濾過を行なって、各インク組
成物を調製した。
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【００４８】
【表１】

　なお、表１中に示すインク組成物の各成分はインク組成物全量に対する各成分の重量％
を示し、残量は水である。
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【００４９】
　上記の実施例１～８及び比較例１～６に記載のインク組成物を、インクジェットプリン
タＥＭ９３０Ｃ（セイコーエプソン株式会社製）を用いて、これの専用カートリッジ（Ｃ
ｙａｎ室）に充填して、インクジェット専用記録媒体（ＰＭ写真用紙：セイコーエプソン
株式会社製）に印字し、以下の各評価を行なった。
《耐オゾン性評価》
　上記のカートリッジを用い、ＯＤ(Optical Density)が、０．９～１．１の範囲に入る
ように印加Dutyを調整して印刷を行って得られた印刷物を、オゾンウエザーメーターＯＭ
Ｓ－Ｈ型（商品名、（株）スガ試験機製）を用い、２４℃、相対湿度６０％ＲＨ、オゾン
濃度１０ｐｐｍの条件下にて、印刷物を所定時間（６，１２時間）曝露した。
【００５０】
　曝露後、それぞれの印刷物のＯＤを、濃度計（Spectrolino：Gretag社製）を用いて測
定し、次式により光学濃度残存率（ＲＯＤ）を求め、下記判定基準により、評価した。
【００５１】
　　ＲＯＤ（％）＝（Ｄ／Ｄ0）×１００
　　　　Ｄ：曝露試験後のＯＤ
　　　　Ｄ0：曝露試験前のＯＤ
　（但し、測定条件は、Filter：Red，光源：D50，視野角：２度）
［判定基準］
評価Ａ：ＲＯＤが９０％以上
評価Ｂ：ＲＯＤが８０％以上９０％未満
評価Ｃ：ＲＯＤが７０％以上８０％未満
評価Ｄ：ＲＯＤが７０％以下
《耐窒素酸化物性の評価》
　実施例１～８及び比較例１～６のインク組成物を充填した上記のカートリッジを用い、
ＯＤ（Optical Density）が、０．９～１．１の範囲に入るようにＤｕｔｙを調整して得
られた印刷物を、ガス腐食試験機ＧＳ－ＵＶ型（商品名、（株）スガ試験機製）を用い、
２４℃、相対湿度６０％ＲＨ、二酸化窒素濃度１０ｐｐｍの条件下にて、印刷物を所定時
間（６、１２時間）曝露した。
【００５２】
　曝露後、それぞれの印刷物のＣＩＥ－Ｌ＊ａ＊ｂ＊座標を、濃度計（Spectrolino：Gre
tag社製）を用いて測定し、次式により色差（ΔＥ）を求め、下記の判定基準により評価
した。
【００５３】
　ΔＥ＝{（Ｌ＊－Ｌ０

＊）２＋（ａ＊－ａ０
＊）２＋（ｂ＊－ｂ０

＊）２}　１／２

　　　Ｌ＊、ａ＊、ｂ＊　：曝露試験後の各座標値
　　　Ｌ０

＊、ａ０
＊、ｂ０

＊：曝露試験前の各座標値
［判定基準］
評価Ａ：ΔＥが３未満
評価Ｂ：ΔＥが３以上１０未満
評価Ｃ：ΔＥが１０以上２０未満
評価Ｄ：ΔＥが２０以上
《耐目詰り性》
　インクをインクジェットプリンタＥＭ－９３０Ｃ（セイコーエプソン株式会社製）に充
填し、１０分間連続して印刷し、ノズルからインクが吐出していることを確認後、印字を
停止した。ヘッドにキャップをせずにプリンタを、実施例１～８及び比較例１～６の各イ
ンク組成物について４０℃、２５％ＲＨの環境に２週間放置した。放置後、ノズルのクリ
ーニング操作を行い、その後印字を行った。カスレ、抜けなどの不良印字がなく、初期と
同等の印字が可能となるまでのクリーニング操作の回数で、そのインクの目詰まり特性を
評価した。
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［判定基準］
評価Ａ：１～５回のクリーニング操作で初期と同等の印字が得られる場合
評価Ｂ：６～１０回のクリーニング操作で初期と同等の印字が得られる場合
評価Ｃ：１１～１５回のクリーニング操作で初期と同等の印字が得られる場合
評価Ｄ：１６回以上のクリーニング操作によっても初期と同等の印字は不可能
　得られた評価結果を表２に示す。
【００５４】
【表２】

（発明の望ましい第２の態様）
［実施例９～１３及び比較例７～９］
　実施例９～１３及び比較例７～９のインク組成物を、表３に示す配合割合で各成分を混
合して溶解させ、孔径１μｍのメンブランフィルターにて加圧濾過を行って、各インク組
成物を調製した。
【００５５】



(14) JP 4581364 B2 2010.11.17

10

20

30

40

50

【表３】

　なお、表３中に示すインク組成物の各成分はインク組成物全量に対する各成分の重量％
を示し、残量は水である。
【００５６】
　上記の実施例９～１３及び比較例７～９に記載のインク組成物を、望ましい第１の態様
と同様の方法にて印刷を行い、以下の各評価を行った。
≪耐オゾン性の試験≫
　オゾン濃度を２ｐｐｍとした以外は、望ましい第１の態様と同様の方法にて、オゾン曝
露を行った。
【００５７】
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　曝露後、それぞれの印刷物のＯＤを、濃度計（Spectrolino：Gretag社製）を用いて測
定し、光学濃度残存率（ＲＯＤ）を求め、下記判定基準により、評価した。
［判定基準］
評価Ａ：ＲＯＤが９０％以上
評価Ｂ：ＲＯＤが８０％以上９０％未満
評価Ｃ：ＲＯＤが７０％以上８０％未満
評価Ｄ：ＲＯＤが７０％以下
≪窒素酸化物性の試験≫
　実施例９～１３及び比較例７～９のインク組成物について、望ましい第１の態様と同様
の方法にて、二酸化窒素曝露を行った。
【００５８】
　曝露後、それぞれの印刷物のＣＩＥ－Ｌ＊ａ＊ｂ＊座標を、濃度計（Spectrolino：Gre
tag社製）を用いて測定し、色差（ΔＥ）を求め、下記の判定基準により評価した。
［判定基準］
評価Ａ：ΔＥが３未満
評価Ｂ：ΔＥが３以上１０未満
評価Ｃ：ΔＥが１０以上２０未満
評価Ｄ：ΔＥが２０以上
≪耐目詰り性≫
　望ましい第１の態様と同様の方法にて、実施例９～１３及び比較例７～９の各インク組
成物について耐目詰まり性の試験を行い、その回復性を以下の判定基準により評価した。
［判定基準］
評価Ａ：１～５回のクリーニング操作で初期と同等の印字が得られる場合
評価Ｂ：６～１０回のクリーニング操作で初期と同等の印字が得られる場合
評価Ｃ：１１～１５回のクリーニング操作で初期と同等の印字が得られる場合
評価Ｄ：１６回以上のクリーニング操作によっても初期と同等の印字は不可能
　得られた評価結果を表４に示す。
【００５９】

【表４】

【産業上の利用可能性】
【００６０】
　本発明は、金属フタロシアニン系シアン染料を用いたインク組成物であって、形成画像
の室内保存性（ガス耐性）を向上させることができ、更には画像の早期の変退色を効果的
に防止することができるインク組成物、並びにこれを用いたインクジェット記録方法及び
記録物として、産業上の利用可能性を有する。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
【図１】本発明に係る望ましい第１の態様のインク組成物に含有される染料（Ｃ．Ｉ．ダ
イレクトブルー１９９）（＊１）の分光特性（吸収波長）を示す図である。
【図２】本発明に係る望ましい第２の態様のインク組成物に含有される染料（Ｃ．Ｉ．ダ
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イレクトブルー８６）（＊４）の分光特性（吸収波長）を示す図である。
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【図１】
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【図２】
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